


近年のAI先進技術に乗り、現在はAIコンサル事業や
AIシステム開発事業に乗り出しております。

03-6806-8384



MEDIA-GLOBE ／ AI SEMINAR

「アイクル」の開発 ─ 現場の知見を、AI基盤へ
個別の業務改善と都度のプログラム改善で得た知見を元に、汎用的なAIエージェントサービスに発展させた。

E V O L U T I O N  ／  「記憶問題」から「業務・資料・ルールを理解するA I」へ

S T A G E  0 1

AIは記憶が弱い
セッションの壁で作業に影響
AIは賢いと言われるが、能力は高いが記憶力が弱いの
が現状。昨日行っていた作業を翌日忘れる事や、先ほ
どまで会話していた内容を急に忘れてしまう。

S T A G E  0 2

人間とAIの役割分担
AI同士で作業が出来る環境
AI同士で相談し、決まった内容を人間に報告。
人間は報告内容を確認し承認する。
ツールとしてのAIではなくパートナーとしてのAI。

S T A G E  0 3

完成イメージとAIの技術力があ
れば、安心してAIに任せられる

高度なAIは人間よりも優れたスピードで処理を行います。
人間とは違いAIは圧倒的なスピードと高度な技術を駆使し
て開発するが、技術的な間違いをおかすこともある。

G O A L  ／  課題の解決

課題や問題をAIのコーディング力で解決→『アイクル』が誕生

長期記憶を実現
過去の記憶も持てるように

AIと一緒に仕事が出来る環境
を構築した

AIはプログラム開発でも
バグも出すし不具合もおこす



『アイクル』は、技術的な知識がなくても、AIとの日本語会話のみで、

あらゆる業務をこなすことが出来るAIエージェントツールです。
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指示はプロンプトではなく
一般的な日本語で行います。

Slackというチャットツールで
AIと会話して仕事をします。

日本語でやりとり
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